
Data Sheet

MapXtreme SDK
MapXtreme SDKは、 Microsoft .NETの開発環境に精通した Windowsプログラマ用に設計

されており、既存システムや ITインフラにロケーションを取り込んだアプリケーションやソ
リューションを開発することができます。

MapXtreme SDKを使用すれば、スマートクライアント、クライアントサーバ、イントラネット/

エクストラネットまたは混在環境に対応したデスクトップ用ソリューションやWeb用ソリュー
ションの開発が可能です。MapXtremeのオブジェクトモデルは完全 .NET対応であるため、

開発者はMicrosoft Visual Studioと、現在入手可能な .NET Special SDK の中で最も使いや
すいSDKを利用した開発を行うことが可能です。

Webでの開発
MapXtremeにはWebアプリケーションの迅速な開発をサポートする地図アプリケーション
用テンプレート、地図管理ツール、サンプルアプリケーション、ドラッグ＆ドロップ機能が用

意されています。 MapXtremeでは、 Web 展開が可能な ASP .NET 等のあらゆる.NET言語
を使用することが可能です。

デスクトップでの開発
MapXtremeのデスクトップ開発オプションには、地図アプリケーションテンプレートが多数

用意されており、選択された運用タイプに応じて適切な地図作成環境を自動的に設定し、

読み込むことができます。これには、地図管理ツールや、サンプルアプリケーション、ド
ラック＆ドロップによる開発機能が含まれています。

MapXtremeのデスクトップオプションは、 Microsoft.NET言語（ VB、 C#）を完全サポートして
います。

MapXtremeの特長

• 企業ごとの業務に適合したエンタープライ
ズレベルの地理的アプリケーションの開発
が可能

• デスクトップおよびWeb のいずれの環境に
も対応した単一アプリケーション開発環境

• GISおよびITのいずれの業界のスタンダー
ドにも準拠した相互運用性を保証

• 100% .NETオブジェクトモデル
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ロケーション インテリジェンス
エンタープライズ ロケーション インテリジェンス

MapXtreme® 

位置情報、マッピング、空間分析を
Web公開型アプリやデスクトップ型の業務アプリに
組み込むための.NET開発者向けツール

MapXtremeは、 Microsoft 
Windowsのデスクトップ環境に
も、 Web環境にも対応可能な、

ロケーションインテリジェンス開
発環境です。

日々の業務に活用される既存
の運用システムや分析システ
ムに、ロケーションインテリジェ
ンスを活用する機能を、容易に
組み込むことができます。

その結果、ビジネスデータの視
覚化が実現。表計算やレポート
などの従来のツールでは明らか
にならなかった新たな関係や傾
向を地図上で確認できるように
なります。

Microsoft Visual Studioの開発環境と一体化した操作性

開発者ガイド、サンプルコード集、オンラインAPIリファレ

ンス、オブジェクトダイアグラム図など、開発者を支援
するドキュメント類も数多く用意されています。
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動作環境 （v8.0）

オペレーティングシステム
• Windows 10 32-bit, 64-bit
• Windows 8/8.1 32-bit, 64-bit
• Windows 7 32-bit, 64-bit
• Windows Server 2012 R2 64-bit
• Windows Server 2012 64-bit
• Windows Server 2008 R2 64-bit
• Windows Server 2008 SP2 32-bit, 64-bit

データベース
• Microsoft Access 2007, Excel 2007
• Microsoft Access 2003
• Oracle 11G（11.1.0.6.0, 11.1.0.7.0）
• Oracle 10G, 10GR2
• Microsoft SQL Server 2014
• Microsoft SQL Server 2012（およびSQL 

Native Client 11）
• Microsoft SQL Server 2008（およびSQL 

Native Client 10）

開発フレームワークと推奨するIDE
• Microsoft .NET Framework 4.52
• Visual Studio 2015
• Visual Studio 2013

ブラウザ
• Internet Explorer 10 以降
• Firefox 3.5 以降
• Chrome 20 以降

Webアプリケーションと展開
• IIS 10 （Windows 10, Windows Server 

2012 R2）
• IIS 8 以降 （Windows 8/8.1）
• IIS 7 （Windows Server 2008 R2,

Windows 7）

MapXtremeの主な機能

統一された開発環境の提供
● １つの SDK 製品で、 Web 仕様アプリケー

ションの開発とデスクトップ仕様の開発の両
方に対応

● デスクトップ、 Webでの開発タイプ間で
コードやナレッジを効率的に共有

● デスクトップ用とWeb 用のアプリケーショ
ンの開発手順を共通化

相互運用性
● Microsoft .NET、 ADO .NET、 SQL-3などの
IT標準に対応

● OpenLS、 OpenGIS Consortium （ GML、
WMS、WFSなど）といったGIS技術の業界標
準に対応

● ADO .NET、 ODBC、 Oracle Spatial、
Microsoft SQL Serverなどの標準的なデータ

アクセスプロトコルを使用して、組織内の
データにアクセス可能

● 外部ビジネスインテリジェンスシステムへ
のロケーション機能の統合が可能

使いやすさ
● Visual Studio .NETの開発環境と完全統合

● ドラッグ＆ドロップ機能によるアプリケー
ションの容易な開発

● 地図アプリケーションとサンプルアプリ

ケーションにより、アプリケーションの開発時
間を短縮

● .NET 言語を使用したアプリケーション開
発により、組織内での ITスキルの有効活用
を促進

多彩な機能
● フレキシブルカーソルの使用、ソースに

捉われないデータアクセス、および業界標
準のクエリ言語の使用により、優れた機能
と性能を有する高度なデータアクセスエンジ
ンを実現

● WMS/WFS サーバ機能およびクライアン
ト機能を搭載

● 開発時間の短縮を可能にする拡張可能

なユーザインターフェイス（ツールバーおよ
びダイアログ）を採用

● 曲線ラベリング、半透明のサポート、記

号の改良、塗りつぶしパターンなど多様な
表示オプションをサポート

MapXtreme v8.0 の新機能
OGC GeoPackage をサポート
• OGCが定義した新たなオープンフォーマット

に対応。高いデータ互換性を提供できます。

2ギガを超える巨大ファイルをサポート
• MI Pro v15.2で導入された拡張TABに対応

クエリ実行中のパフォーマンスの向上
• インサート、アップデート、クエリのパフォーマ

ンスが以前に比べて飛躍的に高速化

新しいIDEと座標系のサポート
• Visual Studio 2015
• 日本測地系2011 (JGD 2011)を含む世界各地

の最新の座標系

その他
• 新しいラスタデータ形式 MRR （Multi 

Resolution Raster）をサポート
• 従来のSCP版を廃止し、すべてNCP版で供給

各種の開発テンプレートやサンプルプログラムが付
属しており、開発スタートを支援

MapXtreme v7.3 の新機能
BingやGoogleなどのマップタイルをサポート

• MapInfo Proで作成されたタイルサーバ TAB 
ファイルの表示をサポート

デスクトップアプリケーションのパッケージ化
• Visual Studio 2013の機能を活用してセットアッ

ププロジェクトを作成

新たなシステム対応
• Visual Studio 2013 
• .Net Framework 4.5.2

その他
• FDO Provider の拡張サンプルを収録
• SQLデータにおける浮動小数計算の改良
• 新たな楕円体や基準点への対応

詳細は、ピツニーボウズジャパンまたは、販売パートナーまでお問い合わせください


